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整形外科疾患におけ
る性差 変形性関節
症における性差． 

整形・災害外
科 

66(13) 1531-1534 2023 

吉村典子 変形性関節症の疫学：
膝、脊椎、股関節、手． 

関節外科 基
礎と臨床  

42(10増刊) 10-15 2023 

茂呂徹、齋藤琢、田
中健之、本多信太
郎、吉村典子、田中
栄 

整形外科領域におけ
る人工知能(AI) X線
画像データのみから
腰椎および大腿骨近
位部の骨密度を演算
するAI骨粗鬆症診断
補助システム． 

整形・災害外
科 

66(10) 1135-1144 2023 

吉村典子 【ロコモの現状と今
後の展望】ロコモと要
介護 ROADスタデ
ィより． 

整形・災害外
科 

66(7) 795-798 2023 

吉村典子 臨床研究のABC． 日本骨粗鬆症
学会雑誌 

9(2) 219-222 2023 

吉村典子 変形性関節症の診断
と治療--保存的治療か
ら再生医療まで ( I
章)変形性関節症に関
する基礎研究 変形
性関節症． 

整形外科 74(6) 502-505 2023 

吉村典子 わが国の骨粗鬆症と
骨折の長期トレンド． 

整形・災害外
科 

66(3) 243-248 2023 



77 

 

吉村典子 【最新の骨粗鬆症学
(第2版)-骨粗鬆症学の
最新知見-】骨粗鬆症
に伴う骨折の予防・治
療 骨粗鬆症に伴う
骨折の疫学． 

日本臨床 81(増刊1最
新の骨粗鬆
症学) 

399-404 2023 

中村耕三、山田恵
子、大江隆史、吉村
典子、田中栄 

概論 ロコモティブ
シンドロームと骨粗
鬆症． 

日本臨床 8 1 (増刊 1  
最新の骨粗
鬆症学) 

30-35 2023 

 
 
 


